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＊日本高齢者大会 in ながのオンライン集会 9/23(木・祝) 

＊介護を良くするアクション月間 10 月～11 月   

＊神戸市長選 10/10(日)告示 10/24 投開票  

＊いのち・社会保障を守る国民集会 10 月 14 日(木)  

 日比谷集会と Web 開催を併用して取り組む 

＊2021 年金一揆 10 月 22 日(金) 

 10 時 30 分～マルイ前で宣伝署名行動→パレード 

＊全国介護学習交流集会 10 月 31 日(日) 

 13 時 30 分～16 時、全労連会館) ＋Web 

  
 
 
 
 

 全国一斉行動として呼びかけられた「医療・介

護・保健所の削減やめて！いのちまもる緊急行動」

に応え兵庫県社会保障推進協議会は、兵庫共同行動

を呼びかけました。賛同する団体、個人が共同し 4

日には阪神尼崎駅南口。5 日に JR 西宮駅前、神戸

市元町大丸前で街頭宣伝をしました。 

 衆院総選挙にむけて社会保障充実させる政治への

転換が全国一斉に呼びかけられました。 

 

 神戸市元町大丸前の行動には約 70 人が集まり、

スタンディングを中心に感染対策を取りながら署名

や宣伝物を持ち寄り呼びかけました。 

 

 

 新たに提起された「いのち署名」をはじめ、「75 歳医療費 2 割化中止署名」「介護保険抜本転換

署名」「保険で良い歯科医療求める署名」「年金制度改善署名」「年金引下げ訴訟公正判決求める署

名」「生活保護費引下げ裁判公正審理求める署名」等がテーブルに並べられました。スタンディン

グしているメンバーの呼びかけに、足を止めて署名する姿がありました。 

 兵庫県社保協の武村義人会長は、コロナ感染対

策が無策の政府を批判し、不公平税制を正し社会

保障予算を増やす必要を語りました。兵庫労連・

成山太志議長、憲法改悪ストップ兵庫県共同セン

ター・津川知久代表、神戸・市民要求を実現する

会・岡崎史典事務局長らが順次発言。受診控えが

増える歯科医療の状況を歯科医師の、保険医協・

加藤擁一副理事長、生活できない年金の問題で、

年金者組合・松本年行氏、コロナ禍に苦しむ業者

の状況を兵商連・嶋津勝氏がそれぞれ訴えました。

日本共産党のこむら潤衆院近畿比例予定候補もか

けつけ、命より経済を優先する政府の政策を指摘

し「これまでの政治を変えないと国民のいのちは

守れない」と衆院総選挙での政権交代を訴えました。 

36 都道府県 119 ヵ所で「緊急行動」は取組まれ、ツイッターなどでも配信されています。      

（事務局長 堤匠） 

「医療・介護、保健所の削減やめろ 

＃いのちまもる緊急行動 9.5 全国一斉行動 

設置したテーブルの署名用紙に署名する人たち 

リレートークで訴える武村会長 

衆院総選挙で社会保障充実の政治に変えよう 



 

 

 

 

 

 

第 48 回中央社保学校 From 名古屋が 8月 28 日、29 日 WEB で開催されました。兵庫県社保協で

は、個人での視聴と合わせて兵庫視聴会場を設定し WEB 受講を呼びかけました。 

1 日目第一講座は、神戸女子学院大学の石川康宏教授が「コロナ禍の日本の政治・社会をどう

見るか、どう展開するか」をテーマに講演しました。新型ウイルスが感染拡大する背景や世界で

の感染対策の状況を解説し、デンマークなどで市民運動が政治を動かし自然環境を守りながら国

民総生産を伸ばしているデータを紹介。日本での「市民連合」を評価し「学習なしに個人も運動

も成長しない。政治を変える市民の自力をつけましょう」と呼びかけました。 

 

 

 

第二講座では「社会保障入門テキストを学ぶ」とし京都府立大学の村田隆史准教授が講演しま

した。中央社保協発行の「社会保障入門テキスト」作成にかかわった背景を語り「若い職員とベ

テラン職員が一緒に考える、一致点を見つけるテキストとして活用してほしい」と提起し「入門

テキスト第一弾」として紹介しています。民医連の若手職員などとのフリートークから社会保障

を解説する構成になっており、人権の担い手を育成する目的で普及が呼びかけられました。 

講演を視聴した番町診療所の松岡康夫所長は「職員学習に使いたい」とテキストを注文しまし

た。 

2 日目は「コロナ禍の社会保障、課題は～医療、保健所、保育、支援活動の現場から検証～」

をテーマにシンポジウムが開催されました。大阪民医連の大島民旗会長がパネリストとして、医

療現場と大阪府政のコロナ対応の問題点などを報告し議論を深めました。 

同社保学校は全国で 719 名が受講。兵庫視聴会場には 1日目 7名、2日目 5名が受講していま

す。                 

（事務局長 堤匠） 

 

 

第 48 回中央社会保障学校 8/28～29 

-  学 習 な し に 個 人 も 運 動 も 成 長 し な い 」 - 

 

 

 

一冊 550 円、県社保協より注文用紙にご記入いた

だき中央社保協より郵送でお届けします。送料、振

込手数料が別途かかりますのでご注意ください。 

 

 

 

   【テキストおもな内容】 

  ＊フリートークから考える  

  ＊私たちの暮らしと関係する社会保障制度 

  ＊分野で学び社会保障 

像

「社会保障入門テキスト」普及で人権の担い手育成 

社会保障入門テキスト 

ご注文お待ちしています 

注⽂〆切 9 ⽉ 21 ⽇！ 


